
放送大学東京足立学習センター公開講演会

本講演では、藤原道長の『御堂関白記』、藤原行成の『権記』、藤原実
資の『小右記』などの日記を取り上げて、道長がつくった政治の仕組みな
どを、当時の社会や文化をも視野に入れて読み解きます。大河ドラマ「光
る君へ」の背景を知るための参考にもなるでしょう。

日時： 2024年８月３日（土）
１３：３０～１５：３０

【場所】 学びピア２１ ４階 講堂
【対象】 放送大学学生・一般の方
【定員】 １５０名（先着順）
【受講料】 無料
【共催】 足立区生涯学習センター
【申込】 東京足立学習センター事務室

TEL 03-5244-2760 又は

右のQRコードにて

講師： 古瀬 奈津子先生
お茶の水女子大学名誉教授
放送大学客員教授

◆講演は、都合により変更又は中止する場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。

近年、摂関期の代表的な政治家である藤原道長が改めて注目を集めてい
ます。この時代を研究するための史料としては、当時の貴族が書いた日記
が挙げられます。
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